
９
月
15
日
の
老
人
の
日

（
敬
老
の
日
）
に
、
77
歳
・

88
歳
・
１
０
０
歳
の
人
に
祝

い
金
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

９
月
15
日
現
在
、
対
象
者

数
は
、
77
歳
が
３
９
９
４
人
、

88
歳
が
１
１
９
３
人
、
１
０

０
歳
が
31
人
。
こ
の
日
、
長

谷
川
市
長
は
、
来
年
３
月
に

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030
水　　　道　　　局…266－9311
園 芸 セ ン タ ー…286－1034
災害時の問い合わせ…226－5656
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市の人口 〈8月末現在〉

人　口　517,688人 （＋93）

男　　250,453人 （＋40）

女　　267,235人 （＋53）

世帯数　201,417 （＋94）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

市美術館 初心者のための美術講座
日時 10月10・17日午後１時半から
内容 見る不思議～アルバース、ヴァザ
ルリ、ライリーをめぐって
定員 100人　参加費 300円
申し込み 10月３日（必着）までに往復
はがきに講座名、住所、氏名、電話番号、
年齢を記入し、〒951-8556同館（�
223-1622）へ　※応募多数の場合抽選

にいがた国際映画祭スタッフ募集
説明会日時 10月１日午後７時～８時半
会場 新潟国際友好会館
申し込み 市国際交流協会（国際課内�
内線2053）へ

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み 同館（�279-2113）へ　※９
月24・25日は休館。幼児は保護者同伴
�プラ板のキーホルダー作り
日時 10月６日午後１時半～３時半
対象 ５歳以上先着12人
参加費 170円
�新聞紙で遊ぼうよ「親子あそび」
日時 10月８日午前10時半～11時半
対象 ２・３歳児と保護者先着30組

児 童 セ ン タ ー
申し込み 同センター（�246-7715）へ
※９月24・30日は休館。幼児は保護者同伴
�福島潟わくわく探検ツアー
日時 10月５日午前９時～午後３時
対象 ５歳～小学生と保護者先着50人
参加費 子ども500円、保護者1,000円
�工作教室～４コマまんが作り
日時 10月19日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 150円

市女性センター・アルザ

女性の就労支援のためのパソコン教室
日時 10月10・11日①午前９時半～午後
０時半②午後６時～９時（２回１コース）
内容 ワードでのビジネス文章作成
対象 ワードの基礎技能を持ち、就労を
希望する女性各コース９人
申し込み ９月30日（必着）までに往復
はがきに希望コース、住所、氏名、電話
番号、保育希望者は子どもの氏名・年齢
を記入し、東万代町9-1、同センター
（�246-7713）へ　※応募多数の場合
抽選。保育あり

市立保育園臨時職員（保育士）募集
雇用期間 10月１日～来年３月31日
勤務時間 午前８時半～午後５時15分
※早番・遅番あり
募集人員 保育士の資格を持つ人若干人　
賃金 日給7,300円（交通費含む）
問い合わせ 児童福祉課（�内線2611）へ

満
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
、
久
住
ツ
イ
さ
ん
（
信

濃
町
）
宅
を
訪
れ
、
祝
い
金

と
祝
い
状
な
ど
を
手
渡
し
、

久
住
さ
ん
と
和
や
か
に
歓
談

し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

健
康
の
秘
訣
を
尋
ね
た
市

長
に
対
し
、
「
毎
日
20
分
の

散
歩
と
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」

「
83
歳
の
時
に
大
き
な
手
術

ん
。
今
で
も
週
１
回
自
宅
で

お
花
を
教
え
て
い
る
、
大
変

元
気
な
１
０
０
歳
で
し
た
。

本
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
約
９
万
３
０
０
０
人
。

そ
の
う
ち
、
１
０
０
歳
以
上

の
人
は
89
人
い
ま
す
。

※
老
人
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
こ
と
し
か
ら
９
月
15
日

は
「
老
人
の
日
」
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
も
改
正
さ

を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

特
に
大
し
た
病
気
は
し
て
い

ま
せ
ん
」
と
答
え
た
久
住
さ

れ
、
来
年
か
ら
「
敬
老
の
日
」

は
９
月
の
第
３
月
曜
日
と
な

り
ま
す

「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

運
動
市
民
の
会
」
で
は
、
９

月
28
日
に
「
ポ
イ
捨
て
や
め

よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
す
。

新
潟
駅
か
ら
柾
谷
小
路
、

日
本
銀
行
前
に
か
け
て
道
路

の
一
斉
清
掃
を
行
う
と
と
も

に
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

を
呼
び
掛
け
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
会
は
、
き
れ
い
で
住
み

よ
い
生
活
環
境
を
つ
く
り
上

げ
よ
う
と
、
市
民
が
自
主
的

に
結
成
し
た
団
体
で
す
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
に

も
、
春
・
秋
の
鳥
屋
野
潟
一

斉
清
掃
や
海
の
日
に
行
う
海

岸
一
斉
清
掃
な
ど
、
年
間
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
時

９
月
28
日
午
後
１
時

半
か
ら
　
※
雨
天
中
止

集
合
場
所

東
新
潟
会
場
…

ダ
イ
エ
ー
新
潟
店
前
、
西
新

潟
会
場
…
旧
カ
ミ
ー
ノ
古
町

わ
き

問
い
合
わ
せ

同
会
事
務
局

（
清
掃
課
内
�
内
線
２
７
５

４
）
へ

あ
す
23
日
は
祝
日
の
た
め
、

全
市
で
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
市
政
懇
談

会
が
、
合
併
後
の
黒
埼
地
区
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
住

民
が
参
加
し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
長
谷
川
市
長
と
活
発
な
意
見
が
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

黒
埼
地
区
市
政
懇
談
会
は

同
地
区
で
は
初
め
て
の
開
催

と
あ
っ
て
、
２
3
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

長
谷
川
市
長
に
と
っ
て
、

こ
れ
が
在
任
中
で
は
最
後
の

市
政
懇
談
会
。
平
成
2
年
に

市
長
に
就
任
し
て
以
来
91
回

目
と
な
り
、
市
内
16
地
区

（
合
併
前
は
15
地
区
）
を
２

年
に
１
回
巡
り
、
延
べ
１
万

４
２
７
８
人
の
市
民
が
参
加

し
ま
し
た
。

９
月
の
市
長
定
例
記
者
会

見
で
長
谷
川
市
長
は
「
市
政

懇
談
会
で
は
地
域
の
現
状
に

即
し
た
意
見
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
市
政
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

な
お
、
黒
埼
地
区
の
市
政

場
は
暫
定
的
に
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
大
き
な
効
果

を
上
げ
て
お
り
、
能
力
ア
ッ

プ
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
中
ノ
口
川
の
堤

防
整
備
の
問
題
を
県
と
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
。

鳥
原
大
明
か
ら
鳥
原
本
村

ま
で
の
排
水
路
の
改
善
は
、

前
川
原
ポ
ン
プ
場
の
増
強
と

ポ
ン
プ
場
へ
つ
な
ぐ
幹
線
整

備
を
考
え
て
い
る
が
、
緊
急

対
策
と
し
て
、
大
野
１
号
雨

水
幹
線
に
つ
な
げ
る
工
事
を

来
年
度
行
う
予
定
で
あ
る
。

排
水
路
と
道
路
の
高
さ
が

合
わ
な
い
個
所
は
、
ど
の
部

分
で
高
さ
を
合
わ
せ
て
改
修

す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
現
場

で
協
議
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。

質
問

黒
埼
南
小
学
校
新
設

に
伴
う
跡
地
利
用
と
通
学
路

の
整
備
に
つ
い
て

市
長

新
設
す
る
小
学
校
は

用
地
取
得
を
終
え
、
ま
も
な

く
建
設
工
事
に
入
る
。

旧
新
潟
市
域
で
の
統
合
校

の
跡
地
利
用
な
ど
は
、
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
や
少
年
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
た

り
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

建
設
準
備
を
進
め
て
い
る
例

も
あ
る
が
、
統
合
す
る
板
井
、

木
場
、
黒
鳥
の
各
小
学
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
売
却

す
る
か
ど
う
か
を
含
め
白
紙

状
態
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
て
い

き
た
い
。

統
合
校
へ
は
各
集
落
か
ら

通
学
バ
ス
を
出
す
こ
と
に
し

て
い
る
が
、
帰
宅
が
遅
く
な

っ
た
り
、
歩
い
て
通
う
児
童

も
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

児
童
が
安
全
に
登
下
校
で
き

る
よ
う
に
、
今
後
、
通
学
路

の
交
通
量
の
状
況
な
ど
を
み

な
が
ら
、
歩
道
の
整
備
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

る
。

質
問

新
潟
交
通
電
車
線
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
長

沿
線
の
市
町
村
で
構

成
す
る
新
潟
交
通
電
車
線
対

策
協
議
会
を
設
置
し
、
県
に

は
自
転
車
道
と
し
て
整
備
し

て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
が
、
現
状
で
は
な
か
な

か
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
私
と
し
て
は
、
高

齢
化
社
会
の
中
、
緑
豊
か
で

自
転
車
や
歩
行
者
が
安
心
し

て
通
れ
る
道
と
し
て
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。こ

の
ほ
か
に
、
大
野
町
を

中
心
と
す
る
圏
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
―
―
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

黒
埼
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
る
長
谷
川
市
長

懇
談
会
の
概
要

は
次
の
通
り
で

す
。地

区
別
議
題

質
問

排
水
路

と
下
水
道
の
設

備
強
化
に
つ
い

て市
長

大
野
地

区
周
辺
の
雨
水

は
、
前
川
原
と

小
沼
の
両
ポ
ン

プ
場
か
ら
中
ノ

口
川
に
排
出
し

て
い
る
。

小
沼
ポ
ン
プ

９
月
９
日
に
中
国
の
ハ
ル

ビ
ン
市
代
表
団
が
市
役
所
を

表
敬
に
訪
れ
ま
し
た
。

代
表
団
は
、
程
幼
東
（
て

い
よ
う
と
う
）
ハ
ル
ビ
ン
市

副
市
長
を
団
長
に
、
１
０
3

人
が
来
日
。
滞
在
中
、
建
築
、

環
境
、
医
療
な
ど
の
分
野
で

交
流
を
深
め
、
そ
の
後
、
旭

川
、
札
幌
、
東
京
を
訪
問
し

９
月
18
日
に
帰
国
し
ま
し

た
。程

副
団
長
は
表
敬
の
席

上
、
「
新
航
路
（
新
潟
・
ハ

ル
ビ
ン
定
期
直
行
便
）
の
開

設
に
よ
り
、
両
市
間
の
交
流

が
一
層
深
ま
っ
た
」
と
述
べ
、

市役所を表敬に訪れたハルビン市代表団

の
年
に
皆
さ
ん
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
て
喜
ん
で
い
る
。

こ
と
し
は
中
国
文
化
に
親
し

む
日
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
計

画
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

本
市
と
ハ
ル
ビ
ン
市
と

は
、
昭
和
54
年
に
友
好
都
市

と
な
り
、
こ
と
し
で
23
年
目

を
迎
え
、
両
市
間
の
定
期
直

行
便
は
週
４
便
運
航
さ
れ
て

い
ま
す
。

出
迎
え
た
熊
谷
収
入
役
は
、

「
日
中
国
交
正
常
化
30
周
年

稲わら・もみ殻の焼却はやめましょう
稲わら・もみ殻は、大切な地力源です。

焼かずに、たい肥にするなどして土づく
りに有効利用しましょう。
問い合わせ 農業振興課（�内線2559）へ


